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１．はじめに

◼ 研究室の課題

➢ 管理作業は学生に不評

✓ 入退室管理

✓ 物品（本・ノートPC・カメラなど）の貸出管理

✓ などなど

◼ ラボラトリオートメーションの目的

➢ 負荷をかけずに管理作業を実行

✓ 日常のビデオ画像から必要なデータを収集

✓ 必要な情報を自動抽出して管理
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１．はじめに

◼ 実現方式：動画からの画像抽出

➢ フォグコンピューティング ＋ 分散データベース（DB)

✓ フォグ端末：動画解析（DB保存） ＋ 情報抽出

✓ サーバ：情報解析，動画参照・再解析（必要時）
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フォグノード

✓動画解析・保存

サーバ

✓情報共有

✓動画再解析
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２．関連研究
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1. 分散データベースを持つ

フォグコンピューティング方式 [1, 2]

2. 機械工場における

部品在庫の棚卸方式 [3]
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分散データベースを持つフォグコンピューティング
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◼ ３階層の分散データモデル

◼ サーバはフォグノードのソースDB（センサ）を参照
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Inventory Satisfaction Discrimination Method Utilizing Images and Deep Learning

機械工場における部品在庫の棚卸方式
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◼ 対象：機械工場のバルクコンテナ内の在庫棚卸

◼ 課題：外部から数えられないため，工数が大きい

2018/09/04



2019/03/08 Utilization of CG in Training Data Preparation for Deep Learning

深層学習の適用実験
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◼ 人間は数が増えると数えられない



Utilization of CG in Training Data Preparation for Deep Learning

回帰モデルの適用評価（ヒストグラム）
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該当数

誤差

◼ おおむね，±５の精度で数量を推定
対象数量



画像認識を活⽤したラボラトリオートメーション

３．ラボラトリオートメーション基盤
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ソースDB

抽出層

抽出DB

解析結果DB

学生 登校時間 下校時間

A 10:00 17:00

B 13:00 16:00

C 11:00 18:00

学生 登校日数 在校時間

A 20 160.0

B 10 100.0

C 15 120.0

ビデオ （ソース）

抽出情報

解析・統計情報欠陥情報は，ソー
スから再解析

入力層

解析層

動きのある
期間を保存
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４．応用事例
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A) 入退室管理

B) 物品貸出管理
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A) 入退室管理
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◼ 従来の入退室管理：タブレットに登校・下校時入力

➢ 登校中の把握は可能； 在室中の把握は不可
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顔認証による入退室登録の自動化
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◼ OpenCVのカスケード分類器
で顔検出 [4]

◼ 深層学習の多クラス分類
モデル[5]で学生を
リアルタイムで識別

リアルタイムでの認証評価

カメラ

課題：正面以外検出されない
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フォグコンピューティングによる精度向上
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◼ ビデオカメラによる複数方向からのトラッキング

➢ 正面を向いた画像で顔認証

◼ 解析結果に矛盾のある場合（退室→退室，など）

➢ ビデオを再解析，最終的にはビデオにより人間が判定
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フォグコンピューティングによる精度向上
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◼ 顔の下の服装パターンで対象者をトラッキング

➢ 一定量域内の色のヒストグラムによる判別
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B) 物品貸出管理
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◼ 従来の物品貸出：口頭，あるいはメモ

➢ 管理漏れや申告漏れの発生

◼ ビデオ活用による貸出物品画像の自動判定・保存

（１） （２） （３）

背景 背景① 台の上に物品設置

② １秒弱静止
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対象フレームの抽出
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◼ 物品設置のタイミング検知

➢ ビデオフレームの差分のヒストグラム活用

（１） （２） （３）

（１），（３）：

背景

（２）： 設置
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貸出情報の抽出
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◼ 物品（書籍）の抽出

① 借用者判別（顔認証），日時抽出，輪郭抽出

② 物品画像の抽出，書籍画像・書籍情報とマッチング

①

②

マッチング
書籍画像・書籍情報
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フォグコンピューティングによる精度向上
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②

マッチング
書籍画像・情報

◼ 他の手法による物品（書籍）の抽出

➢ 背景画像との差分で抽出

➢ オリジナル画像により人間が支援・判定

背景との差分
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分散データベース活用の有効性

◼生活の中で収集した動画による情報抽出の課題

➢ 撮影対象の状況は一定しない

✓ 顔の角度

✓ 物品の画像の歪み

◼ 分散データベース活用の有効性

➢ 動画に遡って関連画像を再解析

➢ あるいは，他の解析手法で再解析

➢ 最終的に動画による人間の判断が可能

192019/8/6
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今後の研究
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◼ 工場の在庫棚卸への適用

➢ 部品の補充・ピッキングの際に画像を自動収集

➢ 在庫推定機能との連動により自動棚卸
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